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新
春
を
迎
え
笠
間
市
長

山
口　

伸
樹

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
と
期
待

に
満
ち
た
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え

の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
旧
年
中
は
市
政
運
営

に
対
す
る
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力

を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
３
月
19
日
、
旧
笠
間
市
、
旧

友
部
町
、
旧
岩
間
町
の
合
併
に
よ
り
、

新
生「
笠
間
市
」が
誕
生
い
た
し
ま
し

た
。
私
は
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
の

ご
支
援
の
下
、
初
代
市
長
の
任
を
あ

ず
か
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
新

市
長
と
し
て
の
初
の
元
旦
を
、
大
き

な
希
望
と
責
任
の
重
さ
を
か
み
し
め

な
が
ら
迎
え
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。
本
年
も
、
市
民
の
皆
様
の
負
託

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
市
政
運
営
の

先
頭
に
立
ち
、
総
力
を
挙
げ
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
、
合
併
と
い
う
市

民
の
皆
様
に
と
っ
て
大
き
な
変
化

の
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
一
般
会
計

予
算
２
７
１
億
円
の
議
決
に
よ
っ

て
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
が
ス
タ
ー

ト
し
、
平
成
18
年
度
施
政
方
針
に

お
け
る
４
つ
の
基
本
理
念「
公
平
公

正
な
一
つ
の
ま
ち
づ
く
り
」「
住
民

と
の
対
話
、
連
携
協
働
」「
開
か
れ

た
市
政
、
情
報
公
開
」「
行
財
政
改

革
の
断
行
」に
基
づ
い
て
市
政
運
営

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の

間
、
新
市
の
一
体
感
を
醸
成
す
る

た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
交
流
の
開

催
、
市
民
の
意
見
を
市
政
に
反
映
さ

せ
る
た
め
の
市
政
懇
談
会
の
開
催
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
制
度

を
活
用
し
た「
笠
間
市
民
憲
章
」「
市

の
花
・
木
・
鳥
」の
制
定
作
業
、
そ
し

て
歳
出
の
抑
制
と
経
費
節
減
の
た

め
の
効
率
的
な
財
政
運
営
を
行
っ

て
き
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま

た
、
行
財
政
改
革
の
第
一
歩
と
し

て
、
行
政
改
革
推
進
室
の
設
置
、
指

定
管
理
者
制
度
の
導
入
、
市
職
員
の

人
事
評
価
制
度
の
導
入
等
を
積
極

的
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
一

方
、
議
員
定
数
削
減
を
求
め
る
条
例

制
定
請
求
が
修
正
可
決
さ
れ
、
市
議

会
の
解
散
を
め
ぐ
る
住
民
直
接
請

求
の
結
果
、
市
議
会
が
自
主
解
散

し
、
昨
年
末
の
笠
間
市
議
会
議
員
一

般
選
挙
に
よ
っ
て
、
新
笠
間
市
議
会

が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
、
市

議
会
と
協
力
し
て
、
笠
間
市
の
発
展

を
築
い
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

現
在
の
笠
間
市
を
取
り
巻
く
状
況

は
、
少
子
高
齢
化
等
に
よ
る
人
口
の

減
少
、
景
気
低
迷
の
影
響
に
よ
る
地

元
商
店
街
等
の
衰
退
、
旧
市
町
関
係

団
体
の
統
合
な
ど
の
問
題
に
加
え
、

市
の
財
政
事
情
な
ど
、
大
変
厳
し
い

も
の
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

合
併
後
の
解
決
す
べ
き
課
題
も
山
積

し
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、
笠
間
市

総
合
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

笠
間
市
行
財
政
改
革
大
綱
及
び
集
中

改
革
プ
ラ
ン
、
各
種
基
本
計
画
を
策

定
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
効
果
的
・

効
率
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
向
け
、

健
全
な
行
財
政
運
営
、
行
政
改
革
の

推
進
、
事
務
事
業
の
適
正
な
見
直
し

等
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
生
活
基
盤

の
整
備
促
進
、
環
境
・
教
育
・
福
祉
の

向
上
、
生
涯
学
習
の
推
進
、
産
業
・

観
光
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
総
合
計
画
審
議
会
や
行
政

改
革
推
進
委
員
会
を
は
じ
め
、
各
種

審
議
会
等
に
多
く
の
市
民
の
方
々
に

参
画
し
て
い
た
だ
き
、
市
民
が
主
役

と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
に
当
た
り
、
公
共
の
担
い

手
は
行
政
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の

た
め
に
、
隣
人
の
た
め
に
、
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
、
何
か
を
し
た
い
と

願
う
す
べ
て
の
市
民
が
公
共
の
担
い

手
で
あ
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
事
業

を
通
し
て
市
民
と
行
政
が
連
携･

協
力

し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
信
頼
関

係
を
築
き
上
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

結
び
に
、
笠
間
市
の
す
ば
ら
し
い

未
来
に
向
け
て
全
力
を
尽
く
す
こ
と

を
誓
う
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様
の

ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。
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自分の生まれた年の干
え と

支を知らない人がいないほど、日本人にとってなじみの深い「十二支」。元々は古代中国で木星の位置を天球上に12分割したものとされていますが、年を表すだけでなく、月や時刻、方位にも使われるようになりました。そして今年は亥年。「亥」は十二支の最後に位するもので、方位は北から西へ30度、時刻は今の午後10時（または午後９時から11時の間）とされており、和名では猪
いのしし

の名前があてられています。

今年は亥
い

年
どし

氏　名 党派等

石﨑　勝三 無所属（前）

石田　安夫 公明党（前）

石松　俊雄 社会民主党（前）

市村　博之 無所属（前）

上野　　登 無所属（前）

海老澤勝男 無所属（前）

蛯澤　幸一 無所属（前）

海老澤　勝 無所属（前）

大關　久義 無所属（前）

小薗江一三 無所属（前）

氏　名 党派等

野口　　圓 公明党（前）

野原　義昭 無所属（前）

萩原　瑞子 無所属（前）

畑岡　　進 無所属（前）

藤枝　　浩 無所属（前）

町田　征久 無所属（前）

村上　典男 無所属（新）

横倉　きん 日本共産党（前）

《十二支のいわれ》
昔、お釈迦様が動物たちと人間が仲良く住めるようにと考えられて、動物たちに「正月元

日に私のところへ年始に来るように」と命じました。お釈迦様は「動物たちが年始に来た順

に、それぞれの年を代表させて人間の生まれ年にしてやろう。そうすればこれから先もきっ

と仲良くできるだろう」と思っていました。うっかり年始に行く日を聞きそこなった猫はね

ずみに聞きました。「お釈迦様のところへ年始に行くのはいつだっけ？」。「２日に来いと言っ

たよ」とうそを言ったので、猫は年始に間に合いませんでした。牛は自分がのろまだからと、

１日早く出掛けました。ねずみは牛の背中に飛び乗って荷物の中に隠れ、お釈迦様の屋敷ま

で行って門が開くのを待ちました。門が開きました。牛は誰も周りにいないので、自分が一

番だと思って中に入りました。とたんに牛の背中からぴょんと飛び降りたねずみは、牛より

先にお釈迦様の前へ行って新年のあいさつをしてしまいました。ついで牛、虎、兎、竜、蛇、

馬、羊、猿、鶏、犬、猪の順にあいさつをしたので、それが子（ね）年、丑（うし）年、寅（とら）

年、卯（う）年、辰（たつ）年･･･というように十二支の順序となりました。だまされて十二支

の仲間入りができなかった猫は、ねずみを見ると追い回し喰い殺すようになりました。

岩間の伝え話から

―笠間市議会議員一般選挙―
平成18年1�月�4日執行　　投票者数　43,779人　　投票率　66.77％ 

員 決が ま人 り ま し28員議新 た決が ま人 り ま し28員議新 た

氏　名 党派等

小磯　節子 無所属（新）

柴沼　　廣 無所属（前）

杉山　一秀 無所属（前）

鈴木　貞夫 日本共産党（前）

鈴木　裕士 無所属（前）

須藤　勝雄 無所属（前）

竹江　　浩 無所属（前）

常井　好美 無所属（前）

中澤　　猛 無所属（前）

西山　　猛 無所属（前）

(50音順)
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市
民
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
市
の
シ
ン
ボ
ル

市
民
憲
章
、
市
の
花
・
木
・
鳥
を
制
定

市長に提言書を手渡す海老沢委員長 ( 中央 ) と小磯副委員長

平
成
19
年
１
月
１
日
、
笠
間
市
民
の
心
構
え
と

自
主
的
行
動
の
規
範
と
な
る「
笠
間
市
民
憲
章
」と
、

市
の
シ
ン
ボ
ル「
市
の
花
」「
市
の
木
」「
市
の
鳥
」を
制

定
し
ま
し
た
。
制
定
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
か
ら

応
募
い
た
だ
い
た
幅
広
い
意
見
を
基
に
、
笠
間
市

市
民
憲
章
等
検
討
委
員
会（
委
員
長
：
海
老
沢
彰
笠
間

小
学
校
長
）で
協
議
が
重
ね
ら
れ
、
親
し
み
や
す
く

温
か
い
市
民
憲
章
と
、
次
代
に
向
け
て
愛
さ
れ
る

市
の
シ
ン
ボ
ル
が
市
長
に
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

わ
た
し
た
ち
笠
間
市
民
の
ね
が
い

―

笠
間
市
民
憲
章―

笠
間
市
は
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
先

人
た
ち
が
育
ん
で
き
た
歴
史
や
文
化
の
薫
る

ま
ち
で
す
。
わ
た
し
た
ち
は
、
こ
の
ふ
る
さ

と
を
愛
し
、
市
民
相
互
の
交
流
に
つ
と
め
、

「
住
み
よ
い
ま
ち　

訪
れ
て
よ
い
ま
ち　

笠

間
」を
め
ざ
し
ま
す
。

自
然
を
愛
し
、
美
し
く
ゆ
め
の
あ
る
ま
ち

に
し
よ
う

健
康
で
働
き
、
元
気
で
い
き
が
い
の
あ
る

ま
ち
に
し
よ
う

歴
史
と
文
化
を
大
切
に
し
、
豊
か
で
う
る

お
い
の
あ
る
ま
ち
に
し
よ
う

思
い
や
り
の
心
を
育
て
、
明
る
い
ほ
ほ
え

み
の
あ
る
ま
ち
に
し
よ
う

き
ま
り
を
守
り
、
安
心
で
や
す
ら
ぎ
の
あ

る
ま
ち
に
し
よ
う

笠
間
市
民
憲
章
の
説
明

市
民
憲
章
は「
市
民
み
ん
な
の
ね
が
い
」で
あ
り

「
市
民
み
ん
な
の
も
の
」と
い
う
基
本
的
な
考
え
の

も
と
、「
わ
か
り
や
す
く
て
親
し
み
が
も
て
口
ず

さ
め
る
も
の
」「
合
併
後
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に

ふ
さ
わ
し
い
も
の
」「
ひ
と
つ
ひ
と
つ
実
行
で
き
る

も
の
」と
し
て
い
ま
す
。

市
民
憲
章
の
表
題
は
、「
わ
た
し
た
ち
笠
間
市

民
の
ね
が
い
」を
主
題
と
し
、
笠
間
市
民
憲
章
を

副
題
と
し
ま
し
た
。

前
文
は
、
笠
間
市
の
誇
り
、
市
の
イ
メ
ー
ジ

を
表
現
し
、
市
民
の
交
流（
和
）に
よ
っ
て
、
市

民
一
人
ひ
と
り
が
住
み
よ
い
ま
ち　

多
く
の
人

が
訪
れ
て
よ
い
ま
ち
を
目
指
す
こ
と
を
表
現
し

て
い
ま
す
。

本
文
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
多
く
出
さ
れ

た
共
通
の
想
い
や
方
向
性
を
５
つ
の
条
文
に
ま
と

め
、
そ
の
表
現
は
実
践
的
、
理
想
的
な
も
の
で
心

の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。
条

文
は
い
ず
れ
も「
市
民
の
自
律
的
行
動
」で
始
ま

り
、
理
想
の
ま
ち
づ
く
り
を「
○
○
の
あ
る
ま
ち
」

で
統
一
的
に
表
現
し
、
末
尾
は「
し
よ
う
」で
結
び

自
律
と
意
志
で
表
現
し
て
い
ま
す
。

笠
間
市
民
憲
章
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選
定
理
由
：
市
民
か
ら
の
応
募
で
は
応
募
総
数

１
０
５
件
の
う
ち
76
％
を
占
め
、
市
内
小
中
学
校

各
ク
ラ
ス
か
ら
の
応
募
で
は
応
募
総
数
１
２
９
ク

ラ
ス
の
内
63
％
を
占
め
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

主
な
応
募
の
理
由
に
は
、
菊
ま
つ
り
や
菊
人
形
が

有
名
で
伝
統
が
あ
る
、
清せ

い

そ楚
で
美
し
く
気
品
が
あ

る
、
市
内
で
は
菊
栽
培
が
盛
ん
で
あ
る
な
ど
が
あ

り
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
理
由
に
加
え
て
旧
笠
間
市
・

友
部
町
の
花
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
市
民
に
親

し
ま
れ
て
い
る
花
と
い
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
、
笠
間
市
の
花
と
し
て
選
定
し
ま
し
た
。

選
定
理
由
：
市
民
か
ら
の
応
募
で
は
応
募
総
数

１
０
５
件
の
う
ち
49
％
を
占
め
、
市
内
小
中
学
校

各
ク
ラ
ス
か
ら
の
応
募
で
は
応
募
総
数
１
３
３
ク

ラ
ス
の
う
ち
56
％
を
占
め
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま

す
。
主
な
応
募
の
理
由
に
は
、
市
内
に
は
愛
宕
山
・

北
山
公
園
・
佐
白
山
な
ど
の
桜
の
名
所
が
多
い
、
春

に
花
が
咲
く
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
の
イ
メ
ー
ジ
が

あ
る
、
春
に
は
市
内
全
域
を
網
羅
し
て
咲
き
誇
る
、

各
所
で
桜
ま
つ
り
が
行
わ
れ
て
い
る
な
ど
が
あ
り
、

ま
た
、
こ
れ
ら
の
理
由
に
加
え
て
旧
岩
間
町
の
木

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
市
民
に
と
っ
て
極
め
て

身
近
な
樹
木
と
い
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
、
笠
間
市
の
木
と
し
て
選
定
し
ま
し
た
。

選
定
理
由
：
市
民
か
ら
の
応
募
で
は
応
募
総
数

１
０
５
件
の
う
ち
51
％
を
占
め
、
市
内
小
中
学
校

各
ク
ラ
ス
か
ら
の
応
募
で
は
応
募
総
数
１
２
６
ク

ラ
ス
の
う
ち
57
％
を
占
め
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま

す
。
主
な
応
募
の
理
由
に
は
、
鳴
き
声
が
美
し
く

自
然
を
感
じ
す
が
す
が
し
い
、
市
内
全
域
に
生
息

し
て
い
る
、
春
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
、

笠
間
市
の
花
・
木
・
鳥

自
然
が
多
い
笠
間
市
に
ふ
さ
わ
し
い
な
ど
が
あ

り
、
こ
れ
ら
の
理
由
に
加
え
て
旧
友
部
町
の
鳥
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
市
民
に
と
っ
て
身
近
で
親

し
ま
れ
て
い
る
鳥
と
い
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
、
笠
間
市
の
鳥
と
し
て
選
定
し
ま
し
た
。

市の木
「さくら」

市の鳥
「うぐいす」

市の花
「きく」

制
定
に
至
る
経
過

市
民
憲
章
お
よ
び
市
の
花
・
市
の
木
・
市

の
鳥
の
制
定
に
あ
た
っ
て
は
、
学
識
経
験

者
・
市
議
会
議
員
・
関
係
団
体
・
公
募
に
よ

る
市
民
合
わ
せ
て
15
人
で
構
成
す
る
笠
間

市
市
民
憲
章
等
検
討
委
員
会
で
活
発
な
議

論
を
重
ね
、
そ
の
原
案
を
作
成
し
ま
し
た
。

原
案
に
つ
い
て
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク･

コ
メ
ン

ト
手
続
条
例
に
基
づ
い
て
広
報
紙
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
開
し
、
市
民
の
幅
広
い

意
見
を
原
案
に
反
映
さ
せ
な
が
ら
、
全
４

回
に
わ
た
る
検
討
委
員
会
を
経
て
最
終
案

を
ま
と
め
ま
し
た
。

今
後
は
、
市
民
憲
章
を
よ
り
ど
こ
ろ
と

し
た
活
動
の
具
体
化
を
目
指
し
、
ま
た
、

市
の
花
・
木
・
鳥
が
新
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
親
し
ま
れ
る
も
の
に
な
る
よ
う
、
そ
の

普
及
に
努
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問合せ  本所行政改革推進室（内線571）
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11月10日、日比谷公会堂(東京都)に
おいて、「平成18年度全国社会福祉大
会」(主催:厚生労働省)が開催されまし
た。大会の中で、長年にわたり社会福
祉事業に貢献した功績により、日本ボー
イスカウト茨城連盟友部第１団が、厚
生労働大臣から共同募金運動奉仕団体
特別表彰を受けました。

ボーイスカウトが
厚生労働大臣から表彰〔11／10〕

市長に報告に訪れたボーイスカウトの代表者

佐
城
小
学
校
が
茨
城
県
知
事
賞

（
特
選
）を
受
賞〔　
／
３
〕

校庭の花壇に勢ぞろいした児童の皆さん

11月18日、「 大 好 き い ば ら き ネ ッ ト
ワーカー活動推進大会『笠間市まちづくり
フォーラム』」が笠間公民館大ホールで行わ
れ、関係者や市民など約250人が参加しま
した。この催しは、県民運動地域推進員
(大好きいばらきネットワーカー )が地域
活動団体との交流を図るために開催して
いるもの。当日は、日ごろの活動事例発
表をはじめ、岩間地区の市民劇団「表現座
HOTARU」によるアトラクションや市内
在住の歯科医師 塙 章一さんによる基調講
演などが行われました。

大好きいばらきネットワーカー
活動推進大会〔11／18〕

「表現座HOTARU」による演劇

佐
城
小
学
校
が
、
学
校
関
係
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル（
主
催
：
茨

城
県
）で
茨
城
県
知
事
賞
を
受
賞
し
、
11
月
３
日
に
那
珂
市

で
行
わ
れ
た｢

グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル｣

で
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
賞
は
学
校
の
環
境
緑
化
に
目
覚
ま
し
い
功
績
を

上
げ
て
い
る
学
校
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
佐
城
小
学
校
は
３

年
連
続
の
特
選
受
賞
と
な
り
ま
す
。
藤
枝
登
校
長
は「
児
童
・

保
護
者
・
地
域
の
皆
さ
ん
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
結

果
だ
と
思
う
」と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
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まちの

話題

かさま男女共同参画推進
フォーラムを開催〔11／25〕

この度、地域の交流と活性化を図るため、(財)自治総
合センターのコミュニティ助成事業を活用して、旭台区
が夏まつり用具と集会所備品を整備、第二東宝ランド自
治会が公園の遊具等を整備しました。この助成は、宝く
じの普及および広報を目的としてコミュニティ活動に必
要な施設や備品を整備するために助成しているものです。
この事業を利用したい団体は、市民活動課(内線134)ま
で問合せください。

助
成
事
業
で
購
入
し
た
も
の

11月25日、｢かさま男女共同参画推進
フォーラム2006｣ (企画・運営：男女共同参
画推進フォーラム実行委員会)が笠間公民
館で行われました。この催しは、性別に
とらわれず男女ともにその個性と能力を
発揮できる社会を目指して、市が取り組
んでいる男女共同参画推進事業の一つで
す。当日は、市民の皆さんから募集した
男女共同参画に関する絵･標語などの優秀
作品の表彰や映画の上映を行いました。

実行委員会の皆さん

市長に報告に訪れたまちづくり教室の皆さん

笠間市まちづくり教室が
活動賞を受賞〔12／４〕

12月４日、「あしたのまち･くらしづくり全国フォー
ラム」（主催：（財）あしたの日本を創る協会ほか)が、 
オリンピック記念青少年総合センター（東京都）で行わ
れ、笠間市まちづくり教室が、まち・くらしづくり活
動賞を受賞しました。この賞は、住みよい地域社会を
目指し、地域のさまざまな課題を自らの手で解決する
ため、地域で活発に活動をしている団体等を表彰する
もの。笠間市まちづくり教室は、日ごろの地道な活動
が認められての受賞となりました。

地域コミュニティ活動の活性化のために

集会場の備品（旭台区）

公園の遊具（第二東宝ランド自治会）

―宝くじ助成事業で備品を整備―
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各 種 表 彰

高速道路をもっと身近に感じよう！〔12／３〕

12月３日、開通前の高速道路を見てもら
おうと、北関東自動車道現場見学会(主催：
NEXCO東日本)が開かれ、友部インターチェ
ンジから笠間インターチェンジ（仮称）間の沿
線に住む約500人の市民が参加しました。見
学区間は、平成19年度完成予定の笠間パーキ
ングエリア（仮称）から笠間インターチェンジ
までの約７㎞。参加者は徒歩とバスで移動し
ながらトンネル内の様子を見学し、めったに
見られない光景と周りの紅葉を楽しむことが
できました。

(敬称略、市内の入賞者のみ)

農林水産大臣感謝状（10月24日　水戸地方合同庁舎）

農業経営統計調査に長年従事した功績により受賞。

農林水産大臣感謝状　仁平　勝雄（平町）

茨城県統計大会（12月5日　県民文化センター）

各種統計調査に長年従事した功績により受賞。

総務大臣表彰 桑野　郭延（平町）　　　
経済産業省統計調査部長感謝状 打越　久（土師）
統計調査功労者知事表彰 平倉　ヒサ（平町）・吉武　佳江（旭町）・森田源二郎（市野谷）
茨城県統計協会総裁表彰 小島　一（笠間）・山口　忠栄（市野谷）・友常　誠一（稲田）
 塩畑　進（小原）・田中　昭（南友部）

市民菊花展表彰式

市民菊花展（11月15日　笠間公民館）

29回目を迎えた今年の菊花展は、10月21日～11月23日まで、笠間稲荷神社境内で開催さ
れました。今年も丹精込めて育てた美しい菊が揃いました。

茨城県知事賞 川井　甲子（日草場） 
笠間市長賞 青柳世津子（稲田）
笠問稲荷神社宮司賞 小里　敬（飯合）
茨城県議会議長賞 成田　明（大渕）　
笠間市議会議長賞 竹田　傳功（笠間）
笠間市教育長賞 窪木　利男（笠間）
茨城県観光物産協会長賞 倉持　正三（笠間）
笠間観光協会長賞 白石みちえ（箱田）　

特別賞 古木　力（箱田）　
佳　作 藤又　清次（笠間）・小ケ原英一（笠間）
 河原井浩ニ（金井）・関　よ志子（手越）
 田村　栄（箱田）・能島　清光（笠間）
 佐藤　正（稲田）・長谷川幸四郎（来栖）
 足立　君代（来栖）・青木　昇（来栖）
協力賞 来栖菊の会
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所 得 税・ の
申告時期となりました

受付期間　２月16日（金）～３月15日（木）

水戸税務署から申告のお知らせ
確定申告会場が変わります
平成18年分の確定申告会場は茨城県職業人材育

成センター（水戸市水府町864-4）です。

受付時間　午前９時～午後４時
（正午～午後１時は除く）

＜所得税＞
受付期間　２月16日（金）～３月15日（木）
※ 還付申告のみ１月４日（木）から受付けします。
（１月中は水戸税務署になります。）

納付期限　３月15日（木）
＜個人事業者の消費税・地方消費税＞

受付期間　２月１日（木）～４月２日（月）
納付期限　４月２日（月）
＜贈与税＞　

受付期間　２月１日（木）～３月15日（木）
納付期限　３月15日（木）
※ 月～金曜日（祝日は除く）の受付けとなりますが、２月

18日（日）・２月25日（日）に限り、日曜日も受付けます。
（ただし、納付はできません。）

申告書の作成は便利な国税庁のホームページで
国税庁ホームページでは、確定申告書が作成で

きます。作成した申告書等はプリントアウトし、
添付書類とあわせて提出できます。（郵送も可）
国税庁HP　http://www.nta.go.jp

問合せ 　水戸税務署 029（231）4253
〒310-8666 水戸市北見町1-17

申告の必要な人

平成19年１月１日現在、笠間市に住所があり
① 営業、農業、不動産、譲渡（土地や家屋など

の売り渡し）などの所得のある人
② 年末調整は済んでいるが、給与所得以外に

所得のある人
③２か所以上から給与を受けている人
④年金などの雑所得のある人

申告の必要がない人

① 給与所得者で勤務先から市役所に「給与支払報
告書」が提出され、年末調整を済ませている人

② 税務署に所得税の確定申告書を提出する人

※ 所得のない人でも、国民健康保険税や介護保
険料の軽減、国民年金保険料の免除申請、医
療福祉制度の受給、福祉年金の支給、児童手
当の支給、所得課税証明などが必要な人は、
必ず申告してください。

※ 申告に必要なものについては、各戸に配布し
た「申告パンフレット」をご覧いただき、申告
当日持参ください。また、税務署から確定申
告の書類が送られてきた場合は、申告書を白
紙のまま持参ください。

※ 期間中は大変混雑が予想されるため、地区ご
とに受付日を指定しています。「申告パンフ
レット」で確認の上、ご協力をお願いします。

問合せ 　本所・各支所税務課

住宅ローン控除の還付申告説明会

給与収入のみ（年末調整済み）で、住宅ローン
を利用して住宅を新築や購入または増改築等を
行った人を対象に、税務署職員が、所得税還付
の説明会と申告の受付けを行います。
日時　２月７日（水）　 午前10時～
　　　　　　　　　　（受付 ９時30分～）
会場　友部公民館　２階　大会議室
※ 「申告パンフレット」をご覧いただき、必要書

類をご持参ください。

市役所本所、笠間・岩間支所で、受付けます。
受付時間　午前９時～午後４時

詳しくは、各戸配布の「申告パンフレット」をご覧ください！

市 県 民 税

50

JR常磐線

JR水郡線JR常陸青柳駅市場

いばらき就職
支援センター

変電所

市民プール
体育館

那珂川那珂川

三の丸
ホテル

至 日立至 土浦

至 土浦

至 

国
道
６
号

水
府
橋

至 笠間

至 国道
349号

バス停
市民プール入り口

至 大洗

茨城県庁三の丸庁舎
中央郵便局

茨城新聞社 税務署

（茨城県職業人材
育成センター）

JR水戸駅

申告会場申告会場

水戸税務署および大町会場（県住宅供給公社内）は開設し
ませんのでご注意ください。
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電 話 番 号 一 覧
笠図 笠間図書館 ……………72-5046
友図 友部図書館 ……………78-1200
岩図 岩間図書館 ……………45-2082
笠保 笠間保健センター ……72-7711
友保 友部保健センター ……77-9145
岩保 岩間保健センター ……45-7888
てら保 てらざき保育所 ……72-0254
くる保 くるす保育所 ………72-0563

いな保 いなだ保育所 ………74-2304
とも保 ともべ保育所 ………77-6105
病 笠間市立病院 …………77-0034
は いこいの家はなさか ……77-5110
笠公 笠間公民館 ……………72-2100
友公 友部公民館 ……………77-7533
岩公 岩間公民館 ……………45-2080
岩海 岩間海洋センター ……45-7085

◦ 笠間･友部地区から岩間地区の
施設への問合せは、（0299）を
つけてください。

◦ 岩間地区から笠間･友部地区の
施設への問合せは、（0296）を
つけてください。

体育行事はスポーツ振興課に問合せください。☎0296-72-9330

2

２月の休日緊急医（9：00〜17：00）

日付 行　　事 健診・予防接種など

18 日
笠間市民ソフトバレーボール大会　笠間市民体育館
名曲コンサート 友図  13:30～15:30
４〜６歳のおはなし会 笠図  14:00～14:30

19 月
いこいの家「はなさか」休館日
育児サークルぽっかぽか 友保  13:00～15:00
ふれあい広場 いな保  10：00～11：30

マタニティビクス 友保  受付13:15～13:30

20 火 いこいの家「はなさか」休館日

21 水 子育て広場 くる保  9：00～12：00 BCG 友保  受付13:00～13:20
機能アップ教室 笠保  13:00～15:30

22 木 育児サークルぽっかぽか 友保  13:00～15:00

23 金
笠間図書館リユースフェア 笠図  9:30～19:00
ふれあい広場 いな保  10：00～11：30

24 土 笠間図書館リユースフェア 笠図  9:30～17:00

25 日
４〜６歳のおはなし会 笠図  14:00～14:30
みんなおいでよ 友図 10:30～
名作映画会 友図 14:00～

26 月
いこいの家「はなさか」休館日
育児サークルぽっかぽか 友保  13:00～15:00
ふれあい広場 いな保  10：00～11：30

２歳児歯科健診 笠保  受付13:00～13:10

27 火

28 水
行政相談 友公  13：30～16：00 （秘書課 内線224）
子育て広場 くる保  9：00～12：00

機能アップ教室 笠保  10:00～15:30
３〜４か月児相談 岩保  受付9:45～10:00

日付 曜日 病院名 電話番号

４ 日
市立病院 0296-77-0034
太田皮フ科 0296-72-7777

11 日
菅谷病院 0299-45-2172
笠間眼科 0296-72-9917

12 日
あさひクリニック 0296-78-5011
石本病院 0296-72-4051

日付 曜日 病院名 電話番号

18 日
てらだ内科消化器科 0296-70-5500
佐藤医院 0296-72-0032

25 日
高瀬医院 0299-45-2140
磯医院　 0296-74-4790

医師の都合により、変更することがあります。
確認の上、診療を受けてください。
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情報カレンダー 月

日付 行　　事 健診・予防接種など

１ 木 育児サークルぽっかぽか 友保  13:00～15:00 ３〜４か月児相談 友保  受付9:00～10:00
ひだまり（精神デイサービス） 笠保  10:00～15:00

２ 金
古典文学講座「『日本書記』を読む」 友図 14：00～15：30
０〜３歳のおはなし会 笠図  11:00～11:20
ふれあい広場 いな保  10：00～11：30

２歳児歯科健診 友保  受付13:00～13:20

３ 土

４ 日
岩間オープン卓球大会 岩海

４〜６歳のおはなし会 笠図  14:00～14:30
おはなし会 友図  14:00～14:30

５ 月
いこいの家「はなさか」休館日
育児サークルぽっかぽか 友保  13:00～15:00
ふれあい広場 いな保  10：00～11：30

６ 火
BCG 友保  受付13:00～13:20
BCG 岩保  受付13:10～13:20

７ 水 子育て広場 くる保  9：00～12：00
１歳児相談 友保  受付9:00～10:00
１歳６か月児健診 友保  受付13:00～13:20
機能アップ教室 笠保  13:00～15:30

８ 木 育児サークルぽっかぽか 友保  13:00～15:00

９ 金
ふれあい広場 いな保  10：00～11：30
子育て交流広場“てんとう虫” 岩保  10：00～11：30 １歳児相談 笠保  受付9:50～10:00

10 土 おはなしのとびら 岩図  10:00～10:30

11 日

岩間オープン卓球大会　笠間市民体育館
天狗の郷バザールdeいわま　岩間駅南広場
育児サークルぽっかぽか 友保  9:00～11:30
４〜６歳のおはなし会 笠図  14:00～14:30

12 月

13 火 いこいの家「はなさか」休館日

14 水
行政相談 岩保  13：00～16：00 （秘書課 内線224）
子育て広場 くる保  9：00～12：00 機能アップ教室 笠保  13:00～15:30

15 木
育児サークルぽっかぽか 友保  13:00～15:00
子育てサロン 9：00～11：30 みなみ公民館（下市毛）

（更生保護女性会 甲斐邦子 ☎0296-72-1477）

両親学級（１コース） 友保  受付9:30～9:45
ひだまり（精神デイサービス） 笠保  10:00～15:00

16 金
０〜３歳のおはなし会 笠図  11:00～11:20
ふれあい広場 いな保  10：00～11：30

３歳児健診 友保  受付13:00～13:20
BCG 笠保  受付13:00～13:30

17 土
おはなし会 友図  14:00～14:30
ビデオ上映会 笠図  14:00～

FEBRUARY
2

（建国記念の日）

（振替休日）
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スポ−ツ

こんにちは市長室です
山 口 市 長

今
年
こ
そ
は
！

毎
年
、
新
年
を
迎
え
る
と
、「
今
年
こ
そ
は
、
何
々
…

し
よ
う
」と
自
分
な
り
に
決
意
を
新
た
に
す
る
方
が
多
い

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
年
末
に
は
決
意
と
は
裏
腹
に
、

「
今
年
も
だ
め
だ
っ
た
」
と
振
り
返
る
こ
と
が
数
多
く
あ

る
と
思
い
ま
す
。
私
も
そ
の
一
人
で
あ
り
ま
す
。
昨
年

の
正
月
に
は「
今
年
こ
そ
は
、
毎
朝
15
分
の
読
書
を
し
よ

う
」と
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
の
１
か
月
も
続
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
気
持
ち
の
み
が
先
行
し
た
だ
け
で
し
た
。
そ
の

反
省
に
立
ち
、
目
標
を
変
え
て「
私
の
今
年
こ
そ
は
！
」

は
、
40
の
手
習
い
で
始
め
た
、「
書
道
の
昇
段
を
め
ざ
し

て
」が
ん
ば
っ
て
取
り
組
み
た
い
と
決
意
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
果
た
し
て
…
年
末
が
楽
し
み
で
す
。「
一
年
の
計
は

元
旦
に
あ
り
」、
市
民
の
皆
さ
ん
も
今
年
の
目
標
を
立
て
、

計
画
だ
お
れ
す
る
こ
と
な
く
、「
今
年
こ
そ
は
！
」
の
実

現
に
向
け
て
が
ん
ば
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
笠
間
市
と

し
て
は
、
今
年
は
合
併
２
年
目
と
し
て
、
行
財
政
改
革

に
取
り
組
み
、
ス
リ
ム
な
行

政
を
目
指
す
と
共
に
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
効
率
的

な
行
政
運
営
を
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

肥満に気をつけよう!!
個人戦
男子ライトハンド＋80㎏級　準優勝　柳林　達哉(友部高・３年)
男子レフトハンド＋80㎏級　第５位　柳林　達哉(友部高・３年)
女子ライトハンド－55㎏級　準優勝　大和田春美(友部高・２年)
女子ライトハンド＋55㎏級　準優勝　高木　広美(友部高・２年)
女子ライトハンド＋55㎏級　第３位　菊田　千春(笠間高・３年)
女子ライトハンド＋55㎏級　第４位　石井　真愛(友部高・２年)
女子レフトハンド－55㎏級　第３位　大和田春美(友部高・２年)
女子レフトハンド＋55㎏級　優　勝　高木　広美(友部高・２年)
女子レフトハンド＋55㎏級　準優勝　山口　也実(友部高・２年)
女子レフトハンド＋55㎏級　第４位　石井　真愛(友部高・２年)
女子レフトハンド＋55㎏級　第５位　飯塚奈津紀(友部高・２年)

(敬称略、市内の入賞者･団体のみ)

全国高等学校アームレスリング選手権大会（11月12日　友部中)

笠間市長杯争奪中学校サッカー大会(決勝 11月25日　笠間市総合公園)
準優勝　岩間中学校

関東地区空手道選手権大会(12月２日　神奈川県秦野市)
小学５年生男子形の部　　優　勝　渡辺　力哉（笠間小・５年）
中学２年生女子形の部　　準優勝　深谷安里紗（稲田中・２年）

陶芸の里マラソン大会より
（ マラソン選手として活躍した松野

明美さん（現前田、左側）とともに)

1�広報かさま１月号



ホット健康　　　ライン

食生
活改善推進員が紹介する

保健センター

材料（４人分）
梅干………… 2個… 紫芋…………100g
干しぶどう…… 50g
米… … 2カップ… 油揚げ…… 8枚
水… … 2と1/4カップ… 醤油…… 大さじ2と1/2
こんぶ…… 3㎝ 1枚… 砂糖…… 大さじ2
酒… … 25cc… 酒……… 大さじ1/2
… … … だし……… 2カップ
酢生姜……… 適量… パセリ…………適量

作り方
１．紫芋を５㎜角のさいの目に切り、水にさ
らす。

２．梅干は種を除いて細かくたたく。
３．酢生姜は千切り、パセリはみじん切りに
する。

４．○Aに水切りをした紫芋と②を混ぜて米を炊
く。炊き上がったら干しぶどうを混ぜる。

５．油揚げに熱湯をかけて“油抜き”をし、油
揚げの三方を切ってひろげ、○Bの調味料
で煮る。

６．油揚げにご飯をのせて平らにし、クルク
ルッと巻き、４等分に切る。

７．切り口を上に盛り、酢生姜とパセリをの
せる。

まきまきいなり

★肥満とは…体に必要以上の脂肪がたまった状態をいいます。

★あなたの肥満度は？
　◦BMI（体格指数）＝体重（Kg）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）　

やせ 正常域 肥満
18.5未満 18.5～25.0未満 25.0以上

＊BMIが22前後の人がもっとも病気にかかりにくいことがわかっています。
　◦適正体重＝身長（ｍ）×身長（ｍ）×22

★内臓脂肪型肥満（リンゴ型肥満）は要注意！！
たとえ適正体重であっても、おへそ周りが男性85cm以上、女性90cm以上の場合は内

臓脂肪がたまっています。これらは動脈硬化の大きな要因となり、糖尿病や高血圧、高
脂血症などの生活習慣病を引き起こしやすいといわれています。

★肥満改善のアドバイス
①早食い・過食に気をつける　②食事を抜かない　③間食・夜食のとりすぎに注意
④お酒・清涼飲料水のとりすぎに注意　⑤ストレスをためない　⑥運動習慣をつける

(A) (B)

肥満に気をつけよう!!

食物繊維とポリフェノールたっぷりの楽しい色合いのお寿司
です。一口サイズでパクパクどうぞ

栄養素量（1人分：油揚げ２枚分）
エネルギー…585kcal　たんぱく質…17.2g　脂質…20.6g　塩分……2.3g

13 広報かさま１月号
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こうみんかん

活動中です

笠間公民館　 ☎0296-72-2100

友部公民館　 ☎0296-77-7533

岩間公民館　 ☎0299-45-2080

七つの合同祝賀式の写真を配布しています

定期講座の紹介

親子教室（友部公民館）
活動日　 年３回（７月 パン作り、８月 陶芸、12

月 エアロビクス）

受講生の声 ● ● ●

娘が小学生になってからは毎日が忙しく、あ
まり親子で一緒のことをする機会が少なくなり
ました。この講座で、いろいろなことを体験し
陶芸体験では、記念に残る作品もでき、とても
有意義な時間を過ごせました。ぜひ、次回もこ
のような機会があれば、親子で楽しく参加させ
ていただきたいと思います。

鈴木　めぐみさん（鴻巣）

陶芸教室の様子

第１回笠間市民囲碁･将棋大会の参加者募集

期　　日　１月28日（日）
場　　所　笠間公民館
開 会 式　午前８時45分（受付午前８時20分～）
試合開始　午前９時
参加資格　市内に居住または勤務する人

試合方法　囲碁　スイス方式―５回戦 参 加 費　1,000円 当日徴収します（昼食・参加賞）
　　　　　将棋　ABCランク―５回戦 定　　員　囲碁60人、将棋60人（先着順）
申込期限　１月21日（日） 午後５時まで（時間厳守）
申込期限以降の受付けはしませんので､ 申込期日までに必ずお願いします。

縁
えにし

クラブ（岩間公民館）
活動日　 年４回（６・７・９・10月）

受講生の声 ● ● ●

縁クラブの「ふるさとの道」に４回参加させて
いただきました。講師の方の興味深く分かりやす
い説明を受けながら、そして公民館の皆さんの親
切･適格なご指導のもと、参加者全員が和気あい
あいと｢昔の生活道｣を散策できましたことを感
謝いたします。幹線道路を車で通過するのみの単
純な移動では知り得ない、新たな発見と興味をい
だかせてくれ、私にとって初めての道ばかりでし
た。郷土の歴史をさらに勉強し､ 健康維持･増進
に努めていきたいと思っています。

受講生代表

講座に参加するときは、場所をよく確認してください

公民館は、笠間･友部･岩間地区にそれぞれあります。講座の申込みのときなどは、開催場所を
よく確認してから講座に参加してください。

11月11日に友部公民館で実施した｢七つの合
同祝賀式｣の集合写真ができています。友部公民
館窓口まで取りに来てください。

熱心に散策する参加者の皆さん
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書籍・CD・
DVDと し よ か ん

問合せ　　笠間図書館　☎0296-72-5046　友部図書館　☎0296-78-1200　岩間図書館　☎0299-45-2082

笠間図書館
◆おはなし会
（０～３歳向け　午前11時～11時20分）
２月２日（金）「ぬくぬく」ほか
２月16日（金） 「おとうふさんとそらまめさん」

ほか

◆おはなし会
（４～６歳向け　午後２時～２時30分）
２月４日（日）「きつねいろのくつした」ほか
２月11日（日）「そりあそび」ほか
２月18日（日）「つるのおんがえし」ほか
２月25日（日）「るることおひなさま」ほか

◆ビデオ映画上映会（午後２時～）
２月17日（土）「終着駅」（洋画：64分）

友部図書館
◆おはなし会（午後２時～）

２月４ 日（日） 「ず～っとずっとだいすきだよ」
ほか

２月17日（土）「そらをとぶふね」ほか

◆名曲コンサート（午後１時30分～）
２月18日（日） 「ニューイヤーコンサート2002」

◆名作映画会（午後２時～）
１月28日（日）「ルーニ・テューンズ」ほか

（2003年 アメリカ：92分）

◆みんなおいでよ（午前10時30分～）
１月28日（日）　紙芝居や大型絵本の読み聞

かせなど

◆ギャラリー
２月６日（火）～18日（日）
　写真仲間４人「写真展」

岩間図書館
◆おはなしのとびら（午前10時～10時30分）

２月10日（土） 「だるまちゃんとだいこくちゃん」
ほか

◆笠間図書館リユースフェア開催
笠間図書館では、保存期間が経過して除籍

した雑誌や寄贈図書の一部を、当館利用者の

皆さんに提供します。

日　　時 ２月23日(金)　

 午前９時30分～午後７時まで

 ２月24日(土)

 午前９時30分～午後５時まで

会　　場 笠間図書館　２階ホール

提供資料 図書等　　約5,000冊

 除籍雑誌　約1,000冊

※ 雑誌は、提供できないものがあります。図

書館内のリストをご覧ください。

そ の 他 ◦ 利用に当たって、一冊10円程度

の寄付にご協力ください。寄付

金は、笠間市社会福祉協議会に

贈呈し、社会福祉に役立てます。

 ◦ 資料を持ち帰る袋をご用意くだ

さい。

◆友部図書館特別整理期間のお知らせ
館内資料の整理・点検のため、友部図書館

が休館になります。

期　　間 ２月19日(月) ～28日(水)

ブックポストへの返却はできます。CD・

ビデオ・DVDはこん包をお願いします。

ご迷惑をお掛けしますが、よろしくお願い

します。
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このコーナーでは、皆さんのお気に入りの作品を紹介させていただきます。絵
画･書道･俳句･短歌･写真･イラストなどの作品を募集しています。必ず住所、
氏名（ぺンネームの場合、本名も併記）を記入し、お送りください。掲載させて
いただいた人には、薄謝を進呈します。

〒309-1792 笠間市中央３- ２- １
 笠間市役所市長公室秘書課　広報広聴グループ

申込み・問合せ

gallery広報
ギャラリー

剣友会の選手の皆さん
笠間市民剣道大会にて

●    ●    ●  −Life Long Learning−

問合せ　生涯学習課（内線72233）

※Life Long Learning ＝生涯学習

生涯学習だより⑤

善行青少年の表彰式が開催されました
11月22日、小美玉市四季文化館｢みのーれ｣で｢県北

地区青少年の健全育成を考えるつどい」が開催されま
した。当日は、善行青少年の表彰式が行われ、市内か
らは、お年寄りを助けたり、火災の消火活動を手伝っ
たりしたことが認められ、６人が表彰されました。

生涯学習だより⑤

受賞した皆さん
左上から
東中の柴沼なつみさん、
舘友裕さん、川松唯さん、
柴沼沙季さん

左前から
岩間第一小の荒井愛衣
さん、西山衿加さん

友・遊ランドを実施しました
笠間地区子ども会育成連合会では、10～12月にかけて各地

区公民館で「友･遊ランド“パタパタカレンダーとおだんごパズル
に挑戦”｣を開催しました。子どもたちは、両面から開けるカレ
ンダーを器用に作りました。また、おだんごパズルでは子ども
たちに混じって育成者も四苦八苦しながら頑張っていました。 カレンダー上手に作れるかな？

※お知らせ　人権教育講演会を実施します。
　　　　　　日時 ２月10日（土）午後１時30分～　会場 笠間公民館大ホール

祭りの余韻（レインボーブリッジ）
ライダー
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シリーズ●⑦ 笠

ふるさと

間に生きる

会員の皆さん

私たちは、「地域の安全確
保」は｢地域自らの行動で｣を
旗印に、警察署からの認定
を受けたパトロール隊とし
て、防犯活動を行っていま
す。青色パトロール車２台
を活用して、昼夜を問わず地
域の巡回パトロールを行っ
ています。これらの活動によ
り、地域住民の防犯意識も変
わってきています。私たち
は、「犯罪がなく、犯罪者も
つくらない」安全で安心に暮
らせる地域づくりを目指し
ていきます。

青色パトロール車は私たちの力
強い味方です。

通学路での立哨活動はPTAと一
緒に！

あいさつロードには手作りの看板を設置。

全国的に犯罪が多発
している現在、安心して
暮らせる地域づくりの
ため、平成16年４月に

「吉岡地区防犯パトロー
ル隊」が発足しました。
現在は、吉岡１区･第二
東宝ランド･岩間地区青
年隊が順次参加し、総勢
70人で数班に分かれて
活動しています。活動
は、子どもたちの登校時
間に合わせた通学路で
の立哨、下校時のパト
ロール、昼夜間の巡回パ
トロール、通学路の除
草作業などです。また、
通学路を「あいさつロー
ド」と命名し、看板の設
置やあいさつ運動を励
行しています。

島
田
幸作さん（会長

）よ

り

地域の安全･安心は私
たちに任せてください

代表者　島田　幸作（吉岡）
設　立　平成16年４月
会　員　70人

かさま
このコーナーでは、市民の皆さ
んが自らの活動で地域貢献して
いる団体等を紹介します。

市民力

通学路の清掃も行っています。

吉岡地区防犯
パトロール隊
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コ
ー
ナ
ー

Information

情
報

案　

内

平
成
19
年
度
県
民
交
通
災

害
加
入
者
募
集

県
民
交
通
災
害
共
済
は
、
交
通

事
故
に
よ
る
災
害
の
救
済
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
笠
間
市
に
住
民

登
録
さ
れ
て
い
る
人
は
、
ど
な
た

で
も
加
入
で
き
ま
す
。

年
会
費
▼
大
人
９
０
０
円
、
中
学

生
以
下
５
０
０
円

共
済
期
間
▼
平
成
19
年
４
月
１
日

（
４
月
１
日
以
降
の
加
入
は
申
込
日

の
翌
日
）～
平
成
20
年
３
月
31
日

対
象
事
故
▼
国
内
の
道
路
上
を
運

行
中
の
自
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
、

自
転
車
な
ど
の
交
通
事
故

受
付
開
始
▼
２
月
１
日
㊍
～

申
込
方
法
▼
本
所（
友
部
地
区
）・

笠
間
支
所（
笠
間
地
区
）・
岩
間
支

所（
岩
間
地
区
）に
加
入
申
込
書
が

あ
り
ま
す
の
で
、
お
住
ま
い
の
地

区
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。（
平
成
19

年
１
月
１
日
現
在
の
住
民
登
録
）

※
本
年
度
よ
り
加
入
申
込
書
の
送

■申は申込み先、
■問は問合せ先です。

付
は
行
い
ま
せ
ん
。

■申
・
■問
本
所
市
民
活
動
課（
内
線
１

３
５
）、
笠
間
支
所
生
活
課（
内
線

７
２
１
２
１
）、
岩
間
支
所
生
活

課（
内
線
７
３
１
６
２
）

税
理
士
相
談
が
行
わ
れ
ま
す

税
理
士
事
務
所
で
①
年
金
を
受

け
て
い
る
人
、
②
給
与
所
得
で
医

療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
し
て
い

る
人
、
③
年
の
途
中
で
退
職
・
就

職
し
た
人
の
小
額
な
還
付
申
告
相

談
お
よ
び
申
告
書
の
作
成
を
無
料

で
行
い
ま
す
。
税
理
士
事
務
所
に

事
前
に
電
話
連
絡
の
上
、
お
出
掛

け
く
だ
さ
い
。

期
日
▼
２
月
13
日
㊋
・
14
日
㊌

事
前
連
絡
受
付
時
間
▼
午
前
９
時

30
分
～
午
後
４
時

■申
・
■問
関
東
信
越
税
理
士
会
水
戸

支
部

☎
０
２
９（
２
２
１
）８
７
８
６

市
税
徴
収
嘱
託
員
を
募
集

勤
務
内
容
▼
一
般
市
税
お
よ
び
国

民
健
康
保
険
税
未
納
世
帯
を
訪
問

し
徴
収
し
ま
す
。

勤
務
時
間
▼
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
30
分
ま
で　

月
16
日
以
上

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
夜
間
徴
収

も
有
）

応
募
資
格
▼
満
55
歳
未
満
で
普
通

自
動
車
免
許
所
持
者

選
考
方
法
▼
面
接

報
酬
▼
笠
間
市
規
程
に
よ
り
支
給

募
集
人
員
▼
若
干
名

応
募
方
法
▼
市
販
の
履
歴
書
に
記

入（
写
真
貼
付
）し
、
納
税
証
明
書

を
添
付
の
上
、
本
所
納
税
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間
▼
２
月
１
日
㊍
～
20
日
㊋

■申
・
■問
本
所
納
税
課（
内
線
１
１
８
）

「
夢
い
っ
ぱ
い
ク
ラ
ブ
」の

参
加
者
募
集

と
も
べ
保
育
所
で
は
、
日
中
母

と
子
ど
も
だ
け
で
生
活
し
て
い
る

家
庭
の
子
育
て
支
援
を
行
う「
夢

い
っ
ぱ
い
ク
ラ
ブ
」の
参
加
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

日
時
▼
毎
週
水
曜
日　

午
前
９
時

30
分
～
11
時
30
分

対
象
▼
市
内
在
住
の
生
後
６
か
月
～

就
学
前
の
親
子

募
集
人
数
▼
35
組

保
育
料
金
▼
年
額
２
，０
０
０
円

募
集
期
間
▼
２
月
19
日
㊊
～
３
月

９
日
㊎

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

■申
・
■問
と
も
べ
保
育
所

☎
０
２
９
６（
７
７
）６
１
０
５

か
さ
ま
観
光
大
使
を
募
集

市
で
は
、
年
間
を
通
し
た
市
の

観
光
イ
ベ
ン
ト
や
県
内
外
の
観
光

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
で
活
躍
し
て

く
れ
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格
▼
①
笠
間
市
近
郊
在
住

で
平
成
19
年
４
月
１
日
現
在
、
18

歳
以
上
の
人（
高
校
生
は
除
く
）。
た

だ
し
、
平
成
19
年
３
月
31
日
ま
で

に
高
校
卒
業
見
込
み
は
可
。
②
市

の
観
光
行
事
に
積
極
的
に
取
り
組

め
る
人
。
③
明
る
く
健
康
的
な
人
。

※
ほ
か
の
ミ
ス
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ガ
ー
ル
と
し
て
活
躍
中
で
、
任

期
が
重
複
す
る
人
は
除
く
。

募
集
人
数
▼
２
人

任
期
▼
平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で

手
当
▼
日
当
１
万
円（
税
・
交
通
費

な
ど
含
む
）

副
賞
▼
10
万
円
相
当
の
商
品
券

申
込
方
法
▼
か
さ
ま
観
光
大
使
応

募
用
紙
ま
た
は
市
販
の
履
歴
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
写
真
２

枚（
全
身
、
上
半
身
）を
添
付
し
、

郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
動
機
と
ほ
か
の
ミ
ス
等
の

経
験
の
あ
る
人
は
明
記
し
て
く

だ
さ
い
。

募
集
期
間
▼
１
月
25
日
㊍
～
２
月

７
日
㊌
必
着

■申
・
■問
本
所
観
光
課「
か
さ
ま
観
光

大
使
募
集
係
」（
内
線
５
１
１
）

〒
３
０
９-

１
７
９
２　
笠
間
市
中

央
３-

２-

１

e-m
ail:kanko@

city.kasam
a.lg.jp

小
学
校
入
学
児
童
へ
の
入

学
祝
品
の
贈
呈
に
つ
い
て

今
年
、
小
学
校
に
入
学
す
る
一

人
親（
母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
）の
お

子
さ
ん
に
入
学
祝
品（
学
用
品
）を

贈
り
ま
す
。
希
望
の
場
合
は
、
①

お
子
さ
ん
の
氏
名
、
②
性
別
、
③

保
護
者
名
、
④
住
所
を
１
月
31
日

ま
で
に
次
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

■申
・
■問
本
所
子
ど
も
福
祉
課（
内
線

１
６
２
）、
笠
間
支
所
福
祉
課（
内

線
７
２
１
６
１
）、
岩
間
支
所
福

祉
課（
内
線
７
３
１
７
３
）
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１月の納税

■市県民税
（第４期）

■国民健康保険税
（第８期）

納付期限は
１月31日（水）

テレフォンサービス
（☎0296-77-9711）

1月14〜23日/生活情報
「大根について考える」

1月24〜31日/民話「牛
になった小僧」

2月1〜9日/北山の四季
「風物詩・小さな花蕾」
など

エコフロンティアかさま監視委員会活動報告
「施設モニタリング」（10月26日）
委員の意見：目標値をほぼクリアしている中、CO（一
酸化炭素）が事業団の目標値を超えているときがあ
る。原因を究明し、目標値をクリアしてほしい。

事業団の回答：COは、常に30ppm以下にするよう努
力している。全体的には、95％程度クリアしているが、
残り５％がクリアしてない状況。定期点検、定期修理
と合わせ、吸塵装置の調整をし、更にクリアできるよ
う努力中。今後も委託業者とともに改善を図る。

茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
長

笹
目
弘
子

☎
０
２
９
６（
７
２
）３
７
１
０

オ
ス
ト
ミ
ー
（
人
工
膀ぼ

う
こ
う胱
保

有
者
）講
習
会
の
お
知
ら
せ

オ
ス
ト
メ
イ
ト（
人
工
膀
胱
保

有
者
）の
た
め
の
オ
ス
ト
ミ
ー
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
▼
２
月
25
日
㊐
午
前
10
時
～

午
後
３
時

場
所
▼
水
戸
市
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
会
館（
水
戸
市
赤
塚
１-

１
ミ
オ

ス
２
階
）

参
加
費
▼
１
，０
０
０
円（
弁
当
代

ほ
か
）

申
込
期
限
▼
２
月
20
日
㊋

■申
・
■問
社
団
法
人
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー

協
会
茨
城
県
支
部
事
務
局

☎
０
２
９
３（
２
２
）５
２
４
２

障
害
者
就
職
面
接
会
の
お

知
ら
せ

厚
生
労
働
省
茨
城
労
働
局
、
茨

城
県
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
障

害
者
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
左
記
ま
で
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
２
月
14
日
㊌

受
付
／
午
後
０
時
30
分
～

面
接
会
／
午
後
１
時
～
午
後
３
時

30
分

場
所
▼
ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸

■問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
間
水
戸
公
共

職
業
安
定
所
笠
間
出
張
所

☎
０
２
９
６（
７
２
）０
２
５
２

石
岡
一
高
定
時
制
成
人
特

例
入
学
者
募
集

い
ろ
い
ろ
な
事
情
で
高
校
へ
入

学
し
な
か
っ
た
、
ま
た
は
卒
業
し

な
か
っ
た
成
人
を
対
象
に
設
け
ら

れ
た
成
人
特
例
選
抜
制
度
で
す
。

学
力
検
査
は
行
わ
ず
、
調
査
書
、

面
接
、
作
文
で
選
抜
し
ま
す
。

応
募
資
格
▼
①
県
内
居
住
ま
た
は

在
勤
で
、
中
学
校
ま
た
は
こ
れ
に

準
ず
る
学
校
を
卒
業
し
て
い
る

人
。
②
平
成
19
年
４
月
１
日
現
在

で
20
歳
以
上
の
人
。

募
集
定
員
▼
40
人（
一
般
入
学
、
成

人
特
例
入
学
合
わ
せ
て
）

願
書
提
出
期
日
▼
２
月
２
日
㊎
、

２
月
５
日
㊊
、
２
月
６
日
㊋

選
抜
期
日
▼
３
月
７
日
㊌

■問
石
岡
一
校
定
時
制

☎
０
２
９
９（
２
２
）４
１
３
５

グ
リ
ー
ン
桂「
う
ぐ
い
す
の

里
」・
家
族
旅
行
村「
藤
井
川

ダ
ム
ふ
れ
あ
い
の
里
」・「
山

び
こ
の
郷
」（
城
里
町
）

城
里
町
に
あ
る
３
つ
の
キ
ャ
ン

プ
場
の
平
成
19
年
度（
４
月
１
日

分
～
）の
予
約
受
付
け
は
２
月
１

日
㊍
か
ら
可
能
で
す
。

と
な
り
の
ま
ち
か
ら

水
戸
地
方
広
域

市
町
村
圏
協
議
会

東京電力笠間営業所長
から器具と目録を受け
取る市長

水戸ヤクルト友部販売センター（株）
の皆さん

東
京
電
力（
株
）笠
間
営
業
セ
ン

タ
ー
様
よ
り
防
犯
灯
20
灯
、
水

戸
ヤ
ク
ル
ト
友
部
販
売
セ
ン
タ
ー

（
株
）様
よ
り
車
椅
子
２
台
を
市
に

寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

防
犯
灯
は
、
市
内
で
必
要
な
場

所
に
設
置
さ
れ
る
ほ
か
、
古
く

な
っ
た
防
犯
灯
の
交
換
に
利
用
し

ま
す
。

ご
好
意
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

■申
・
■問
山
び
こ
の
郷
管
理
事
務
所

☎
０
２
９
６（
８
８
）３
１
５
７

う
ぐ
い
す
の
里
管
理
事
務
所

☎
０
２
９（
２
８
９
）４
３
２
１

ふ
れ
あ
い
の
里
管
理
事
務
所

☎
０
２
９（
２
８
８
）５
５
０
５

要
保
護
児
童
の
保
護
へ
対

策
協
議
会
を
設
立

昨
年
の
12
月
５
日
、
虐
待
を
受

け
て
い
る
子
ど
も
を
始
め
と
す
る

保
護
が
必
要
な
児
童
の
早
期
発
見

や
適
切
な
保
護
を
図
る
た
め
、「
笠

間
市
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議

会
」が
発
足
し
ま
し
た
。

同
日
、
市
役
所
の
会
議
室
で
初

め
て
開
催
さ
れ
た
代
表
者
会
議
に

は
、
児
童
・
福
祉
、
保
健
・
医
療
、

教
育
、
警
察
な
ど
、
県
お
よ
び
市

内
の
関
係
機
関
・
団
体
の
代
表
者

が
集
ま
り
、
協
議
会
の
役
割
や
支

援
方
法
に
つ
い
て
確
認
・
承
認
し

ま
し
た
。

※
要
保
護
児
童
と
は
、
保
護
者
の

い
な
い
児
童
や
保
護
者
の
監
護

が
不
適
当
と
認
め
ら
れ
る
児
童

の
こ
と
で
、
発
見
者
は
市
や
県

の
児
童
相
談
所
に
通
告
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

■問
本
所
子
ど
も
福
祉
課

　
（
内
線
１
６
３
）
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この印刷物は環境にやさしい大豆油インキを使用しています。

○ 広報かさまに掲載されているあなたの写真を差し上げます。問合せ
は秘書課（内線225）まで。

癒
し
の
道　

―

陶
の
小
径

―

芸
術
の
森
公
園
に
沿
っ
た
通
り
か
ら
一
歩
入
る
と

静
か
な「
陶
の
小
径
」に
た
ど
り
つ
き
ま
す
。
２
０
０

ｍ
ほ
ど
の
通
り
に
10
件
余
り
の
笠
間
焼
の
工
房
な
ど

が
並
ぶ
陶
の
小
径
は
、
窯
業
団
地
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
、
４
年
前
に
タ
イ
ル
敷
き
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
商

店
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
作
品
を
展
示
、

販
売
す
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
持
ち
、
春
は「
陶
雛
展
」、

６
月
に
は
笠
間
の
新
茶
と
お
菓
子
で
お
も
て
な
し

す
る「
路
面
喫
茶
」、
夏
は
陶
の
灯
り
で
小
径
を
彩
る

「
十い

ざ

よ

い

六
夜
ま
つ
り
」、冬
は
ク
リ
ス
マ
ス
に
か
け
て「
陶

の
オ
ル
ゴ
ー
ル
展
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
陶
芸
教
室
）の
開
催
、
他
の
商

店
会
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
取
り
組
み
つ
つ
、

花
壇
整
備
も
積
極
的
に
行
い
、
訪
れ
た
人
が
ホ
ッ
と

で
き
る
散
歩
道「
癒
し
の
道
」を
目
指
し
て
い
ま
す
。

陶
工
た
ち
が
作
品
を
天
日
干
し
す
る
姿
、
ロ
ク
ロ

を
ひ
く
姿
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
や
き
も
の
散
歩
道

「
陶
の
小
径
」に
、
ぜ
ひ
、
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

【
桃と

う
え
ん宴　
陶
の
雛
展
】

◆
会　

期　

２
月
１
日（
木
）～
３
月
４
日（
日
）

◆
会　

場　
「
陶
の
小
径
」「
笠
間
稲
荷
門
前
通
り
」「
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ロ
ー
ド
」ほ
か

◆
問
合
せ　

地
域
企
画
展
実
行
委
員
会（
や
ま
さ
き
陶
苑
）

☎
０
２
９
６

−

７
２

−

６
８
６
５

◆
後　

援　

笠
間
市
、
笠
間
市
教
育
委
員
会
、
Ｔ
Ｍ
Ｏ

か
さ
ま
、
笠
間
観
光
協
会

かさま探訪

陶
と う

の小
こ み ち

径（笠間市笠間）

市内の施設や観光スポットを紹介します９

人口と世帯数　12.1 現在

●人　口 80,986 人
　　　男 39,681 人
　　　女 41,305 人
●世帯数 27,191 世帯

～愛らしい陶のおひなさまたち～
MAP

�0広報かさま１月号

至50号

稲荷神社稲荷神社

笠間日動美術館

共
販
セ
ン
タ
ー

陶
の
小
径

陶の小径の
オブジェ

笠間駅

355号

ギャラリーロード

芸
術
の
森
公
園


